
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 6 課

【部の使命】
　環境生活部の使命は、市民の安心安全を最優先とし市民が互いに尊重しあいながら、豊かな自然の中で快適な生活が営める持続可能な社会の実現を目指し、
環境基本計画、一般廃棄物処理基本計画、交通安全計画、人権行政基本方針などに基づく各施策を推進するとともに、まちづくり総合計画の着実な実施を図ります。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
① 野犬を減らすための対策
　　周南市野犬対策本部を設置し、全庁的に取り組む体制を構築するとともに、野犬へのむやみなエサやり禁止の徹底などの野犬対策に積極的に取り組みます。
② 平成30年７月豪雨災害に対する早期の災害復旧
　　平成30年7月豪雨により被災した家屋等の解体・撤去を引き続き実施し、被災者の生活再建支援及び二次災害の防止を図るとともに、災害廃棄物の迅速かつ適正な
　　処理の推進を図り、災害時の環境衛生の確保及び被災地域における早期復旧・復興に資することを目的として「周南市災害廃棄物処理基本計画」を策定します。
③ 国民健康保険に係る医療費適正化対策
　　医療機関等と連携した、糖尿病性腎症重症化予防事業に取り組みます。
　　生活習慣病予防を図るため、特定健康診査・特定保健指導の受診率・実施率の向上対策に健康づくり推進課と連携し取り組みます。
④ 空き家問題への対応
　　法や条例に基づいた特定空家等の改善に努めるとともに、空き家調査を進めます。
⑤ マイナンバーカードの普及促進
　　支所や事業所における申請受付窓口の開設による、マイナンバーカードの普及率向上に努めます。
⑥ 男女共同参画基本計画の策定
　　「第２次男女共同参画基本計画（すまいるプラン周南）」の後期計画（期間：2020～2024年度）を策定します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
●　課のスケジューラーに業務や休暇の予定を入力し、課内での個人スケジュールを情報共有することにより、限られた人員での休暇取得や業務効率の向上に努めます。
●　繁忙期等には、窓口対応を担当の枠を超え横断的に実施し、働きすぎを防ぎ、業務量の平準化を図ります。
●　ごみ処理及びし尿処理に係る施設の機能移転や統合を進め、処理システムの効率化や経費の削減を図ります。
●　人権啓発への取組を進める教育委員会人権教育課との連携を深め、人権講演会やセミナーの企画運営等の効率化を図ります。
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令和元年度 部の運営方針書
環境生活部

167 112 55 人件費

歳入予算額 19,597,831 歳出予算額 担当予算事業数 100



環境生活部

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

９　行政経営
　　３　持続可能な財政運営
　　(4) 特別会計および企業会計の経営健全化
　（保険年金課）

基金の有効活用及び医療費適正化への取り組みにより、持続可能な安定的国保財政とします。
【目標　インセンティブ措置に係る補助金の獲得】

８　環境共生
　　２　循環型社会の実現
　　(1) ごみの発生抑制・再使用・再資源化のさらなる推進
　（リサイクル推進課）

行政・市民・事業者が協働して、ごみの発生抑制・再使用・再資源化に取り組み、ごみの減量化
と再資源化を促進します。
【市民一人一日当たりのごみの排出量　令和元年目標：690ｇ、リサイクル率　令和元年目標：
34.5％、最終処分量　令和元年目標：3,213ｔ】

８　環境共生
　　３　環境保全の推進
　　(3) ごみのないきれいなまちづくりの推進
　（環境政策課）

野犬に対するむやみなエサやりパトロールの強化、野犬の捕獲器の貸出し等、住民と協働する
ことで野犬を減らす対策に取り組みます。

目標

４　安全安心
　　３　市民生活の安全性の向上
　　(2) 安全な環境づくり
　（生活安全課）

空家等の適切な管理の推進、防犯灯ＬＥＤ化の推進、カーブミラーの支給などにより、市民生活
の安全性の向上に寄与します。

９　行政経営
　　２  将来を見据えた行政経営
　　(1) 行政改革の推進
　（市民課）

マイナンバーカードの普及を図ることにより、コンビニエンスストア等での各種証明書交付の利用
を推進し、市民の利便性の向上と窓口業務の効率化を進めます。

実現したい成果　（最終目標）推進施策
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２　生涯学習・人権
　　４　人権尊重社会の実現
　　(2) 男女共同参画社会の推進
　（人権推進課）

○男女共同参画基本計画に基づき、施策を総合的計画的に推進するとともに、あらゆる分野で
の施策・方針決定過程への男女共同参画のため、審議会等への女性登用を推進します。
○「第２次男女共同参画基本計画（すまいるプラン周南）」の後期計画（期間：2020～2024年度）
を策定します。
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４　安全安心
　　３　市民生活の安全性の向上
　　(1) 防犯運動・交通安全運動の推進
　（生活安全課）

警察や関係団体と連携して防犯パトロールや消費者被害拡大防止等を実施します。また、「交通
事故０の日」周知や高齢者等の交通事故未然防止に向けた取り組みを行うとともに、交通教育
センターでの交通安全教育の実施を通じて安心して生活できるまちづくりを推進します。
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４　安全安心
　　３　市民生活の安全性の向上
　　(4) 消費者教育・啓発活動の推進
　（生活安全課）

消費者被害の未然防止・早期発見に向けた啓発活動を実施するとともに、各年代に応じた消費
者教育を推進することにより、自立した消費者の育成を図ります。
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８　環境共生
　　２　循環型社会の実現
　　(3) 循環型社会づくりに向けた環境教育・啓発の推進
　（リサイクル推進課）

環境館を啓発活動の拠点として、体験を通じた啓発や情報発信による啓発を推進していくととも
に、市内環境衛生推進団体の活動を支援し、連携した取り組みを展開します。
【環境館利用者数　令和元年目標：4,000人、クリーンリーダー設置率　令和元年目標：100％】



環境生活部

14

５　福祉・健康・医療
　　４　健康づくりの推進
　　(4) 特定健康診査・がん検診の受診率向上
　（保険年金課）

特定健康診査の受診推進により生活習慣病の予防を図ります。
【目標　特定健診受診率：40％】
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８　環境共生
　　３　環境保全の推進
　　(1) 自然環境の保全と再生
　（環境政策課）

公共用水域の水質保全や公衆衛生の向上を図るため、浄化槽設置に対する支援を行い、普及
促進を図ります。
«（行政区域内人口-非水洗化人口（計画収集人口+自家処理人口）-単独処理浄化槽人口）/行
政区域内人口»  【令和元年度目標　９３．８％】

８　環境共生
　　２　循環型社会の実現
　　(2) 効率的な廃棄物処理システムの確立等
　（リサイクル推進課）

ごみ処理経費の削減を図るとともに、ごみ処理施設の適正な維持管理と効率的な運営を行いま
す。
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８　環境共生
　　１　新エネルギーの活用と低炭素社会の実現
　　(2) 低炭素社会の構築
　（環境政策課）

市の二酸化炭素排出量削減に努めます。
【令和元年度目標１５，２９０千トン】（平成29年度実績で評価）
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４　安全安心
　　３　市民生活の安全性の向上
　　(3) 相談体制の強化
　（生活安全課）

複雑、高度化する相談に対応するため、消費生活相談員等の資質向上に努め、消費生活相談
における助言やあっせん等を実施することにより、被害を未然に防止します。また、周南市消費
者見守りネットワーク協議会により高齢者等の消費生活を見守ります。

目標 推進施策 実現したい成果　（最終目標）
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２　生涯学習・人権
　　４　人権尊重社会の実現
　　(1) 人権教育・人権啓発の推進
　（人権推進課）

○人権意識の高揚を図るため、学校や市民センターなど身近なところで人権講演会やイベントを
開催します。
【周南市人権講演会の参加者数　　　令和元年度目標：2,750人】
○地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセ
ンターである隣保館において、人権に関する理解を深めるための地域交流、啓発広報活動をは
じめとする事業を総合的に行います。
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６　都市基盤
　　５　水道の安定供給と下水道の充実
　　(5) 水道基盤の整備
　（環境政策課）

補償施設として設置された施設の維持管理を行い、安定した飲料水を提供します。
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６　都市基盤
　　５　水道の安定供給と下水道の充実
　　(1) 経営の安定化
　（環境政策課）

上下水道事業における必要額を一般会計において負担し、安定運営を図ります。


